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対
ボ
リ
ビ
ア
協
力
の
ビ
ジ
ョ
ン

２
０
０
５
年
８
月
18
日
、「
対
ボ
リ
ビ
ア
経
済
協

力
政
策
協
議
」
が
、
ボ
リ
ビ
ア
政
府
と
、
日
本
国

大
使
館
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
リ
ビ
ア
事
務
所
な
ど
で
編

成
さ
れ
た
「
現
地
Ｏ
Ｄ
Ａ
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
と

の
間
で
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
人
々
を
中
心
に

据
え
、
人
々
の
生
存
、
生
活
、
尊
厳
へ
の
脅
威
に

対
し
て
、
社
会
的
保
護
と
、
人
々
の
能
力
を
高
め

る
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
強
化
を
図
る
「
人
間
の

安
全
保
障
」
の
考
え
に
基
づ
く
援
助
を
と
お
し
て

「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
の
達
成

を
目
指
す
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
ボ
リ
ビ
ア
に
対
す
る
経
済
協
力
の
柱

と
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
の
が
「
社
会
開
発
」「
生
産

性
向
上
支
援
」「
制
度
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
支
援
」
の
３

つ
だ
。
こ
れ
ら
は
、
近
年
の
経
済
低
迷
、
度
重
な

る
暴
動
と
政
権
交
代
に
よ
る
政
情
不
安
と
い
う
大

き
な
転
換
期
に
あ
る
ボ
リ
ビ
ア
社
会
が
取
り
組
む

べ
き
開
発
課
題
と
し
て
日
ボ
両
国
の
間
で
認
識
さ

れ
た
も
の
。
先
住
民
貧
困
層
な
ど
社
会
的
弱
者
へ

の
保
護
や
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
特
に
注
目
し
て

い
る
こ
と
、
地
方
行
政
強
化
を
通
じ
、
よ
り
人
々

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
行
政
の
キ
ャ
パ
シ
テ

ィ
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
に
重
点
を
置
い
て
い
る

こ
と
は
、「
人
間
の
安
全
保
障
」
の
考
え
方
に
基
づ

く
も
の
と
い
え
る
。

こ
れ
ら
３
つ
の
柱
の
下
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

が
進
行
中
だ
（
表
参
照
）。
例
え
ば
、
貧
困
地
域
の

飲
料
水
供
給
は
、
本
誌
特
集
（
４
ペ
ー
ジ
）
で
紹
介

し
た
「
生
命
の
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
そ
の
一
つ
。

生
産
連
鎖
／
地
域
開
発
で
は
、
小
規
模
農
家
を
対

象
に
し
た
「
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

あ
る
。
こ
れ
は
、
コ
ー
ヒ
ー
と
か
ん
き
つ
類
な
ど

ほ
か
の
作
物
を
組
み
合
わ
せ
た
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス

ト
リ
ー
を
導
入
し
、
単
一
作
物
へ
の
病
虫
害
の
発

生
に
よ
る
経
済
的
損
失
や
、
コ
カ
イ
ン
の
原
料
と

な
る
コ
カ
栽
培
の
拡
大
を
防
ぎ
、
農
家
の
生
産

性
・
生
計
向
上
を
図
る
も
の
。

マ
ク
ロ
か
ら
ミ
ク
ロ
の
レ
ベ
ル
ま
で

こ
の
よ
う
に
、
ボ
リ
ビ
ア
で
は
変
動
す
る
社
会

状
況
や
援
助
の
特
性
を
踏
ま
え
つ
つ
、
技
術
協
力

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
開
発
調
査
、
青
年
海
外
協
力

隊
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る

事
業
が
「
人
間
の
安
全
保
障
」
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
３

つ
の
柱
の
下
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

特
に
同
国
で
は
、
現
在
策
定
中
の
新
国
家
開
発

戦
略
に
「
人
間
の
安
全
保
障
」
が
中
心
理
念
の
一

つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
日
本
政

府
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
も
っ
て
国
際
社
会
に
訴
え

て
き
た
考
え
方
が
国
際
社
会
、
特
に
途
上
国
政
府

に
も
受
け
入
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
証
と
い
え
よ
う
。

相
手
国
の
同
意
の
下
に
、
ま
た
世
界
銀
行
や
国

連
機
関
な
ど
ほ
か
の
援
助
機
関
と
の
協
調
を
積
極

的
に
推
進
し
な
が
ら
、
マ
ク
ロ
の
政
策
レ
ベ
ル
か

ら
ミ
ク
ロ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ
ベ
ル
ま
で
「
人
間

の
安
全
保
障
」
の
視
点
が
反
映
さ
れ
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
達
成
に
貢
献
し
て
い
こ
う
と
す
る
ボ
リ
ビ
ア
で

の
取
り
組
み
は
、「
人
間
の
安
全
保
障
」
の
実
践
の

ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
と
し
て
高
く
期
待
さ
れ

て
い
る
。

対ボリビア支援における
「人間の安全保障」

実践しよう！「人間の安全保障」

南米の最貧国ボリビアでは、日本と同国政府の協議の結果、
「人間の安全保障」の理念が対ボリビア協力のビジョンに掲げられた。

政策から具体的なアクションまでどんな取り組みが行われているのだろうか？
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